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就職情報室 の 運用 ･ 管理

平山か ほる ( 工学部技術部第
一

技術系第
一

班)

1 . は じめに

工学部の学生が共通で自由に使用できるインタ
ー

ネッ ト使用環境を目的に , 就轍情報室が設置されて

から三年が経過 した｡ 現在は主に武略活動に利用さ

れているo 近年､ イ ンタ
ー

ネ ッ トを利用 した就職活

動が行われて いることから､ 就職情報室 の運用
･ 管

理は重要なもの とな っ て いる｡ 設置当初は､ クライ

アン ト機 6 台とフ ァイアウォ
ー ル & プ ロ キ シサ ー バ

1 台で あ っ たが､
1 年目にはク ライア ン ト機 2 台と

プリンタ 1 台を､ 2 年目にはクライア ン ト機兼バ ッ

クア ッ プ用フ ァ イアウォ
ー

ル & プ ロ キシサ ー バ 1 台

を追加 した｡ 今回､ リプレイス のため の フ ァ イアウ

ォ
ー ル & プ ロ キシサ ー バ の構築をはじめ､

クライア

ン ト機の管理やさまざまなトラブルな ど, 就職情報

室全般に つ いて報告する｡

2 . 運用 ･ 管理

就職情報室は , 研究用 W を使用 し､ 学内ネ

ッ トワ
ー クに接続して いるo 就 脚 J用着から､

同 じセ グメ ン ト内にある学部の W eb ､ メ
ー

ル
､ ネ

ー

ムサ ー バ の提議は言うまでもなく ､
イ ンタ ー ネ ッ ト

へ の 不正アクセ ス を防止 しなければならないo その

ため､ 就職情報室では内側に重点をおいた フ ァイア

ウォ ー

ル を構築してい るo 図 1 古 淵 情報室から学

外まで のネッ トワ
ー

ク
､ 図 2 i 瑚 散情報室内のネッ

トワ ー

ク を示す o こ こで は､ フ ァ イアウォ
ー ル & プ

図1 . 就畔情報室か ら学外まで のネ ッ トワ
ー

ク

クライアント纏

図 2 . 就撤情報室内のネッ トワ
ー ク

ロ キ シサ ー バ
､
クライア ン ト機､

プリンタ､ 紺 青

報室全般, そ して ､
トラプノ鳩IJ に報告するo

2 .1 フ ァ イア ウォ
ー ル & プ ロ キシサ ー バ

通常はロ グの監視およびセ キ ュ リテ ィ情報による

ア ッ プデ
ー トを行っ ているが､ 今回はこれに加えリ

プ レイ ス のた めのサ ー バ を､ また同様 の仕様で′〈ッ

クア ッ プサ
ー バ を構築した｡ リプ レイ ス 以前は､

サ

ー バ O S に R ed H a t L l n u X 6 .
1 ､ サ

ー

バ ソ フ トに

D el e G at e を使用 して いたが､ ネッ トワ ー ク グル ー

プのメ ン バ ー

で管理する他の サ
ー

バ ( W e b ､ メ
ー ル

､

ネ
ー ム) O S に T b d ) o L m u x を使用 して い ることか

ら管理面を考慮し､ リプ レイス のサ
ー バ O S に

T bib o Li n u x 7 S e rv e r を使用 した o また ､
サ ー

バ ソ

フ ト ( フ ァイア ウォ
ー ル & プ ロ キシ) には W eb に

特化 した ､ 高速といわれるs q u l d を使用 した ｡

以下に s q u l d の特徴､
主な設定 ､

チ ュ
ー ニ ン グ

,

ロ グ解析につ いて述 べ るo

特徴

｡ フ ァ イア ウォ
ー ル を超 えるような設定が可能

● I C P (I n t e r n e t C a ch e P r ot ( 氾油により他の プロ

キ シサ ー バ とキャ ッ シ ュ 情報を共有す ること

が可能 (高効率)

｡ リアル タイム でアク セ ス統吉捕手報を得ること

が可能

｡ 曜日､ 時間の設定により使用制限が可能
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｡ 教育機関などで ､ ふ さわしくない ホ ー ム ペ ー ジ

- の アク セ ス 制御が可能

主な設定

･ ネッ トワ
ー

クに関する設定 - h ttp ｣ 氾 rt 80 80

｡ キ ャ ッ シ ュ の大きさに関する設定 -

c a c h e
-
m e n 8 M B (主に転送中の オブジ ェ ク ト

に使用されるメ モ リ量､
デフ ォ ル ト)

｡ ロ グフ ァ イ ル とキ ャ ッ シ ュ ディ レ ク トリに関

する設定 - c a ch e
_
d l r u & N a p/ sp 00 l/s q u ld 100

16 2 56 (キ ャ ッ シ ャディ レ クトリ ､ デフ ォ ル

ト)

● アクセ ス 制御に関する設定 -

a cl m a n a g e r p r ot D C a ch e _
o bj e ct

a cl u s e r s s r c
★★

.

* *

.

* *

.

★ ☆

I
* *

a cI C M H o st s r c
* *

.

* *

.

★ ★

.

★★

P
*

.

★★

.

★★

.

★★

a cl p o rn o l d std o m ai n
★★☆ ☆☆★

. o r g
★☆ ☆ ' * '

.c o m

# a cI S af e ｣ 泊 rt S p o rt 2 1 # tip

( アクセ ス リス ト定義)

h tt pー
a (:t e s s all o w m a n a g e r I( ℃al h o st

h tt p _
a c c e s s a u o w m an a g e r C M H o st

h tt p _
a c c e s s d e n y m an a g e r

h ttp _
a c c e s s d e n y p o m o l

h ttpー
a C C e S S al l o w u 舘 r S

h tゆ_ a c c
e s s d e n y al 1

( アクセ ス の許可 ･ 拒否設定)

就職情報室として最も必要な機能で ある フ ァイ

アウォ ー ル をアクセ ス 制御の設定に より十分可能

に して いるo

チ ュ ー ニ ン グ

s q Ⅶd の主な機能として ファ イアウォ
ー

ル
､
プ ロ

キシ ､
W eb の キャ ッ シイ ン グが あるが ､

こ こでのチ

ュ
ー

ニ ン グはキャ ッ シ イ ン グの機能に つ いてであるQ

･ くッ ケ
ー

ジと して含まれる C a c h e M an a g e r を使用

し
､
G e n e r al R u n tl m e I n f o r m a t lO n の項より s q u ld

が使用 して い るス ワ ッ プディ ス クおよびメモ リの情

報､ ネ ッ トワ
ー

ク の状態などを得たQ 図 3 は W e b

ブ ラ ウ ザ に よ り 表 示 の G e n e r al R u n ti m e

l n f o r m a ti o n の内容で あるo チ ュ
ー ニ ン グはキ ャ ッ

シ ュ メ モ リ ､ キ ャ ッ シ ュ ディ レク トリ の容量の変更

が主である｡ s q l u d が使用 して い るメ モ リの総量が ､

実際に搭載して い るメ モ リ容量に 近づく と P a g e

f a ul t s ( O S のⅠ/0 エ ラ ー ) が起こり､ クライア ン

トからの要求がブロ ッ クされるので ､
こ の回数が増

加 しないようにメ モリの使用を抑えるD また､ キ ヤ
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図 4 . s q 1 □d の設定変更と C a c b e M a n a g e r の情報

ッ シ ュ ディ レクトリ中のオブジ ェ ク ト数とメ モリ中

のオブジ ェ ク ト数の比 は通常は10 0 : 1 と言われるo

図 4 はチ ュ ー ニ ン グに対 し､ それぞれ 1 週間運用 し

た結果で あるo 現在は c ac h e
_
m e n 8 M B ､ c a ch e

ー
d lr

d 血 d 1 0 0 15 2 5 6 ､ P a g e f a ul t s 12 79 ､ a )j e cts : m e n

obj e ct s
= 2 0 :1 であるo しばらく この状態で運用 し､

さらにチ ュ ー ニ ン グを続けるこ ととする｡

ロ グ解析

s q u ld が動作すると､ a ( 況 S S .l o g ( sq u l d を誰が ど

こ - の要求に対 して利用 したのか) ､ c a c h e .l o g ( ス

タ
ー ト時 のメ ッセ

ー

ジや エ ラ
ー

等) ､ s 也r e .l o g ( キャ

ッ シ ュ デ ィ ス ク - のデ ー タ の 追加､ 削除) の 3 つ の

ロ グが記録されるo s q u l d
･

c a c h e .o rg より提供 されて

い る ロ グフ ァイ ル角革折ス クリプト(N L A m および

c a c h e
･

st at s) を使用 し解析を行 っ た. 図 5 は解析結

果の
一

部を W eb ブラウザで出力したものである｡

解析結果から得られる情報は下記の 10 項目であるG

これらの情報を基にさらに最適な s q Ⅶ d の設定 ､ 運



図 5 . c a ch e
-

s t at B の m の出力

用を行う｡

･ s u 皿 I n a ry Of R e q u e s t M eth od U s a g e ( 要求に

つ い ての統計)

･ S um m a q of P r o tL X D I U s a g e (プ ロ ト
コ / 岬J の

統計)

･ s u m m a r y O f CII e n t U s a g e (s q lh d サ
ー バ をプ

ロ キ シサ
ー バ としてい るクライアン トの統計)

･ S u m m a ry o f S e r v e r U s a g e ( 要求されたサ
ー

バ

の統計)

･ S u m m a r y of U R L 7 如 s (要求された
コ ンテ

ン ツ の 種類の統計)

･ S u mm a r y of U R L Tb p
-

Le v el D o m ai n s (U R L

の ト ッ プ レ ベ ル ドメイ ンの統計)

｡ c h e n t U 也1 ⅨatユO n ( ク ライア ン トの 有効利用

率)

･
'

Ib p 5 0 H m R J! q u e St S ( ト ップ 5 0 位までの

I m P 要求リス ト)

･ T bp 5 0 I C P R e q u e st s ( トッ プ 50 位まで のI C P

要求リス ト)

･ T bp 50 C O N N t:C r
l

f b q u e st s ( トッ プ5 0 位ま

で の接続要求リス ト)

2 .2 クライア ン ト機

現在､ クライア ン ト機は 8 台あり, ネ ッ トワ
ー

ク

グ/ レ - プのメ ン バ ー で 1 台また は 2 台ずつ を割当て ､

随時､
担当機の O S ( W 由d o w s N T) お よびア プリ

ケ ー シ ョ ン の セ キ ュ リテ ィ情報によるア ップデ
ー ト､

過 1 度の ウイ ル ス ソフ ト ( トレ ン ドマ イク ロ 社ウイ

ル ス バ スタ ー｣吏用) の定義フ ァイ ル ア ッ プデ
ー トや

月 1 度の ウイ ル ス チ ェ ック ､
そして

､
さまざまなト

ラブル (例 ､
ま っ たく起動 しない) 対処を行 っ て い
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:.
●

･

:

また ､ 担当者が担当機に対応できない場合は ､ 就

撤†嗣艮室担当者が代行して いるo

2 . 3 プリ ンタ

年度始めは初めて就職情報室を利用する学生が多

いため
､ 紙詰まりや エ ラ

ー の対応などが主で あるo

学生自身で の対応を可能にするため､
トラブル対処

手順表示以降､ ほとん どこの種の トラブル は無い o

こ の他 ､ トナ ー カ
ー

トリ ッ ジ交換や用紙補給などが

ある｡

最近 ､
プリンタの給紙 ロ

ー

ラ
ー の劣化に伴 い ､ 祇

詰まりなどの トラブル が頻繁に発生 したo そ こで ､

新たにプリ ンタ を購入 し入れ替えを行 っ た｡ 旧プリ

ンタは修理予定で ある｡

2 .4 就l殴悟報室全般

部屋全般として ､ 監視カメラによるクライア ン ト

機とフ ァ イアウォ
ー ル & プ ロ キシサ ー バ の有無確認

やサ
ー ビ ス時間 (8:5 0 - 19 :(氾) 後の施錠を行 っ てい

るo また ､ 雨漏りが 2 度あり､ 細石するとともに担

当係 - の報告を行 っ た｡

2 .5 トラブル

ウイ ル ス ソフ ト更新トラブル

ウイ ル ス ソフ トの ライセ ン ス 更新時期が異なるク

ライア ン ト機 2 台は､ 更新手続きの トラブル により ､

1 ライセ ン ス は 1 ケ月間､ もう 1 ライセ ン ス は 2 ケ

月間停止 とな っ たが , 現在この トラブル は解消 して

い る｡

リプ レイ ス 彼の トラブル

フ ァ イアウォ
ー

ル& プ ロ キ シサ ー バ のリプレイス

後 2 ケ月半運用 したが ､ 突然､
k e m el: U n a bl e t o

h an dl e k e m el p agi n g I ℃q u e st a t vi rt u al a d d r e s s

3 23 0 3 1 2d . . ,
の エ ラ

ー とともに s q u ld が停止 ､ 再起

動により運用を続けたが､ 数日後同様の エ ラ
ー

によ

り停止 した. 原因不明の 不安定動作を繰り返 した の

で ､
バ ッ クア ッ プサ ー バ と入れ香えを行 っ た｡

ネ ッ トワ
ー

ク エ ラ
ー

フ ァ イア ウォ
ー ル& プ ロ キシサ ー バ の リプ レイ ス

後 ､
k e rn el: e th 1 : Tr a II S mi t , e r r o r

,
T x st a t u s r e gi ste r

82 の エ ラ
ー が不定期に発生 した｡ また ､

上記リプレ

イ ス後 の トラブル により連用 し始めた バ ックサ
ー バ

でも同様 の エ ラ
ー が発生 した8 S q u ld の a c α s s .l o g



をチ ェ ックし､ クライア ント機との エ ラ
ー

で あるこ

とを確認した｡ これにより考えられることは､ サ
ー

バ のネッ トワ
ー

クカ
ー ド ( ロ

ー

カ ル側) とクライア

ン ト機間の トラブル であるム クライア ント機のネッ

トワ ー

クカ
ー ド､ クライア ント機側の I m のポ

ー

トに不具合は確認されなか っ たが､ H U B を新しい

もの と入れ替えることとした｡ 現在､ 上記の エ ラ
ー

は発生 して いない｡

3
. まとめ

フ ァ イ ア ウォ ー ル & プ ロ キ シ サ ー バ O S を

T h d )o u 皿u X 7 S e r v e r に､ サ ー バ ソフ トをs q u id に

変更したことにより ､ 最新のセ キ ュ リテ ィ情報によ

る ア ッ プデ ー トを行う こ と が で き る o C ach e

M an a g e r を使用 し､ s q uid の動作状態をリア ルタイ

ムに表示させることが可能となっ たため､ チ ュ
ー ニ

ン グが容易になっ た. また､ s q u id ロ グフ ァイ/瑚牢

析ス クリプト N I J A N R および c a ch e
･

st at s を使用す

ることにより
､
ロ グ解析が容易にな っ た｡ こ の他､

クライア ン ト機の体感的アクセ ス速度が向上した｡

以上を含め就I馳情報室で古淵塞続した安定なサ
ー ビス

を提供して いる｡

今後さらに
･

防塵なクライア ン ト使用環境を提供す

るため､ フ ァイアウォ
ー ル & プ ロ キシサ ー バ では､

さらに s q 山d のチ ュ
ー ニ ングを行うとともにロ グ解

析により､
ハ

ー

ドウェ ア (メ モリ､
II D D) の拡張を

考慮する必要がある｡ また､
リプレイ ス後､ 突然の

トラブルにより停止 したサ
ー バ の ハ

ー ドウ ェ ア不具

合チ ェ ッ ク し､ サ
ー バ O S に現在最も新 しい

T h d )o Li n u x 8 S e rv e r を､ サ
ー バ ソフ トにs q tlid を

使用 し再度リプレイ ス サ
ー バ を構築する｡ クライア

ン ト機につ いてはトラブル時の復旧を容易にするた

め
, 市販ソフ ト (D ri v e I m ag e) を使用 し､ バ ッ ク

ア ッ プを仲裁するなど､ 多く の課題がある｡ また,

今後の作業予定と して ､ W in d o w s 2 00 0 (O S) を使

用 した追加クライア ン ト機のセ ッ トア ッ フや必要に

応 じて学生 W 端末の導入､ 無線 L A N - の対

応を行う｡
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